
福島県農地・水環境保全向上対策第三者委員会

第７回委員会 次第
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「活動組織の取り組みの評価 中間報告」に関する第６回委員会での論点整理

委員会での意見 対 応 備考
○中間報告では、「成果」面の強調はあ 今回、課題抽出と分析（なぜ数

ったけれども、課題の整理も必要だ。 値が低いのか、どうすれば良くな
るのか）を行い、また優良事例の

検証も併せて、今後の有効な対応
策を探り出すべく、整理を行った。

○全県１本で集約されているけれども、 今回、「基礎分析」において地域
都市周辺とか、条件の違いによる分析 条件の違いからくる傾向を把握し、

も必要では 異なった対応策を要する地域条件
を探るべく分析を行った。充分で

はないが、都市周辺は比較的うま
くいっていて、かえって農業条件

の良い平地の比較的経営規模の大
きい地域の方に課題がある傾向が

確認できた。
○「本対策によって１０年先まで機能 ご意見のとおりであり、表現を

が確保できる生産資源が大幅に増加し 改めた。
た」とあるが、これは「この活動によ

り持続的に手を加えていくこと」でと
いうことではないか
○女性の参加の部分で、「なぜ高めたい 分析にあたり女性が参画した活
のか」「何をやって貰いたいのか」を明 動の種類に着目した。その結果、

確にしていく必要があるのでは 組織の運営（計画づくり、意志決
定等）に女性の力が得られれば、

対策の効果が高くなる傾向が確認
された。

今後の対応を活動組織に呼びか
けていく時に、理由と効果を本分

析結果とともに説明していきたい。
○長続きさせていくためには、生産価 今回「事例検証」において、消

格等経済と結び付かないといけない。 費者交流の実例・効果等を分析し
消費者との交流とかそういった点に関 た。この事例を組織に紹介し、生
する部分も必要では 産者自らができることを広く普及

したいきたい。
○本対策は目的が幅広くていいが、「生 本県農村地域の抱える諸課題に
産資源の公共事業」や「担い手」、「環 対処するため、本対策による地域

境保全型農業」とかの他の様々な農政 の取り組みと、県農林水産部の諸
と、どこまで地域がやる、どこを公共 施策をより効果的に組み合わせる

機関がやるといった点や、総合的によ ことにに、引き続き全力で取り組
りよき成果を得るための施策のマッチ んでいきたい。

ングが今後ますます重要では。
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